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◇
月
日
 
二
〇
二
二
年
一
二
月
三
日
（
土
） 

◇
場
所
 
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー 

三
〇
一
会
議
室 

映
画 

「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」 

 
講
話
と
夕
食
の
会 
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例
年
十
二
月
第
一
土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
「
講
話
と
夕
食
の

会
」
は
、
一
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
延

期
と
な
り
ま
し
た
が
。 

昨
年
の
「
講
話
と
夕
食
の
会
」
は
Z
o
o
m
に
よ
る
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
と
し
て
、
元
気
象
庁
予
報
官
の
入
田
央
氏
（
金
光

教
中
野
教
会
・
信
徒
総
代
、
ひ
か
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
副
理
事

長
）
に
、『
最
近
の
異
常
気
象
に
つ
い
て
、
災
害
か
ら
い
の
ち
を

守
る
避
難
行
動
に
つ
い
て
』
を
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

  
二
〇
二
二
年
の
「
講
話
と
夕
食
の
会
」
は
、
対
面
で
、
そ
し

て
感
染
拡
大
の
影
響
も
考
え
て
講
演
で
は
な
く
、
映
画
「
お
か

げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」（
金
光
教
本
部
教
庁
と
東
宝
映
像
株
式
会

社
製
作
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
ま
し
た
。 

参
加
者
三
十
名
で
し
た
。
会
の
進
行
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

◇
開
会
 
 
 
 
十
三
時
三
〇
分 

◇
ご
祈
念
先
唱
 
村
田
光
治
 
連
合
会
副
会
長
・
子
安
教
会
長 

◇
挨
拶
 
 
 
 
山
口
和
賀
雄
 
連
合
会
副
会
長
・
信
徒
部
長 

子
安
教
会 

◇
上
映
開
始 

◇
休
憩 

◇
全
体
懇
談
会 

◇
感
話
 
 
 
 
山
田
信
二
 
連
合
会
会
長
・
横
浜
西
教
会
長 

◇
閉
会
の
辞
 
 
山
口
和
賀
雄 

◇
ご
祈
念
先
唱
 
南
清
孝
 
運
営
委
員
会
主
査
・
登
戸
教
会
長 

◇
閉
会 

 
 

監督･･････石田勝心 
脚本･･････田井洋子 
方言指導･･村田喜実雄 
     (子安教会) 
【キャスト】 
赤沢文治･･････鈴木瑞穂 
とせ ･････････高田敏江 
斉藤重右衛門･･藤岡重慶 
高橋富枝･･････左 時枝 
白神新一郎 ･･･平田昭彦 
近藤藤守･･････倉石 功 
梅子 ･････････西川ひかる 
佐藤範雄･･････西田 健 
小野四宇右衛門･･仲谷 昇 
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金
光
大
神
が
こ
の
世
か
ら
現

身
を
没
し
て
か
ら
満
百
年
に
当

た
る
一
九
八
三
（
昭
和
五
十

八
）
年
に
、
金
光
教
教
祖
様
の

生
涯
が
映
像
化
さ
れ
ま
し
た
。 

教
祖
様
が
人
間
に
説
か
れ
た

「
み
お
し
え
」
の
映
像
化
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
集
約
さ
れ
た
も

の
が
「
天
地
書
附
」
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
映
画
の
題
名
も
決
め
ら
れ
、
名
だ
た
る
俳
優
陣
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
ま
た
、
こ
の
映
画
は
監
督
の
石
田
勝
心
氏
と
脚
本
の
田
井
洋

子
氏
な
く
し
て
あ
り
え
な
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。
お
二
人
は
、

一
年
余
り
、
こ
の
映
画
に
全
力
を
投
入
さ
れ
ま
し
た
。 

石
田
氏
は
金
光
教
祖
の
思
想
を
さ
ぐ
り
、
深
め
、
理
解
し
な

い
事
に
は
と
、
あ
ら
ゆ
る
資
料
に
目
を
通
し
勉
強
さ
れ
ま
し
た
。 

田
井
氏
は
、
ど
う
す
れ
ば
、
教
内
の
方
々
だ
け
に
通
じ
る
言

葉(

セ
リ
フ)

を
、
一
般
の
方
々
に
も
理
解
し
て
も
ら
え
、
さ
ら

に
ド
ラ
マ
が
緩
慢
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
と
、
大
変
な
ご
苦
労
を
さ

れ
ま
し
た
。
結
果
、
制
作
期
間
は
一
年
に
も
及
び
ま
し
た
。 

 
さ
ら
に
、
教
祖
様
が
生
涯
を
送
ら
れ
た
お
宅(

立
教
聖
場)

は

実
物
そ
っ
く
り
に
セ
ッ
ト
し
、
現
存
し
な
い
玄
関
、
門
納
屋
も

資
料
に
基
づ
き
、
丘
陵
に
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
が
創
ら
れ
た
の
で

す
。 エ

ン
デ
ィ
ン
グ
で
は
杉
田
二
郎
作
詞
・
作
曲
の
「
ジ
ー
ン
ズ

と
ハ
ー
モ
ニ
カ
」
が
挿
入
歌
と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
。 

 
一
方
、
方
言
指
導
で
は
子
安
教
会
の
村
田
喜
実
雄
先
生
が
指

導
さ
れ
た
り
、「
映
画
『
金
光
大
神
』
を
成
功
さ
せ
る
会
」
を
中

心
に
ロ
ケ
弁
当
は
冷
た
い
の
で
、
豚
汁
を
作
っ
た
り
、
カ
レ
ー

や
お
雑
煮
、
お
で
ん
な
ど
を
作
り
、
み
な
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。 

金
光
教
東
京
セ
ン
タ
ー

職
員
や
フ
ォ
ー
ゲ
ル
企
画

の
方
、
な
に
よ
り
も
こ
の

企
画
を
立
て
た
膳
師
豊
さ

ん
や
山
本
徹
さ
ん
、
大
田

一
さ
ん
、
大
田
陽
子
さ
ん

の
活
躍
は
大
変
な
も
の
で

し
た
。
  

 
 

解
説 

映
画
「
お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り
」 

金光大神 

斉藤重右衛門とせ夫婦参拝 
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さ
て
、
私
は
「
天
地
書
附
」
が
成
立
し
た
時
代
背
景
を,

こ
の

映
画
を
通
し
て
知
る
事
が
出
来
ま
し
た
。 

当
時
の
明
治
政
府
は
、
国
内
の
人
心
を
統
一
し
諸
外
国
に
立

ち
向
か
う
た
め
に
、
天
皇
を
頂
点
と
す
る
「
国
家
神
道
」
体
制

を
確
立
し
よ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。 

そ
れ
に
よ
り
、
金
光
教
は
布
教
差
し
止
め
に
な
り
、
神
前
は

全
て
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
厳
し
い
現
実
の
中
で
、
金
光

様
は
「
神
は
わ
が
心
の
中
に
あ
る
。
わ
が
心
で
わ
が
身
を
救
い

助
け
よ‥

‥
‥

生
神
金
光
大
神
、
天
地
金
乃
神
、
一
心
に
願
え
、

お
か
げ
は
和
賀
心
に
あ
り	

、
今
月
今
日
で
頼
め
い‥
‥
‥

」
と

神
の
声
を
聞
い
た
の
で
す
。 

如
何
な
る
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
神
と
一
体
と
な
っ
た
人
の

心
を
抑
え
つ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
示
し
た
の
で
す
。 

戦
後
、
日
本
国
憲
法
は
「
信
教
の
自
由
」
を
条
文
に
明
記
し
、

「
内
心
に
お
け
る
宗
教
上
の
信
仰
の
自
由
」
を
、
国
家
は
決
し

て
侵
し
て
は
な
ら
な
い
と
命
じ
た
の
で
す
。 

私
自
身
、
今
ま
で
漫
然
と
唱
和
し
て
い
た
「
天
地
書
附
」
で

し
た
が
、「
天
地
書
附
」
成
立
の
背
景
に
、
全
て
を
神
に
捧
げ
て

生
き
て
い
く
金
光
様
と
そ
の
時
代
の
あ
り
方
と
の
緊
張
感
が
あ

っ
た
と
知
っ
た
後
に
「
天
地
書
附
」
を
唱
え
る
時
、
緊
張
感
が

走
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

一
時
間
四
十
五
分
に
渡
る
映
画
を
終
え
て
、
暫
し
の
休
憩
後
、

全
体
懇
談
会
に
入
り
ま
し
た
。 

高橋富枝 

白神新一郎 

近藤藤守・梅子夫婦 

佐藤範雄 
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こ
の
映
画
を
、
参
加
者
の
中
で
初
め
て
観
る
方
も
い
ま
し
た

が
、
二
度
三
度
と
観
て
い
る
方
、
中
に
は
十
数
度
も
観
て
い
る

方
も
い
ま
し
た
が
、
観
る
度
に
感
銘
を
受
け
る
と
の
こ
と
で
し

た
。
そ
れ
は
、
教
祖
様
が
人
間
に
説
か
れ
た
み
お
し
え
の
映
像

化
が
製
作
に
携
わ
っ
た
方
々
の
情
熱
と
誠
実
な
努
力
の
結
晶
の

映
像
化
で
も
あ
っ
た
証
左
と
も
言
え
ま
す
。 

(

鈴
木
徳
昭
記) 

 
 

  

「2022年講話と夕食の会」参加者 

シナリオ 田井洋子(脚本家) 

石田勝心(監督) 


